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■4 群（モバイル・無線） 

1 編 無線通信基礎 
Fundamentals of wireless communication 

（執筆者：村瀬 淳）[2010 年 3 月 受領] 

■概要■ 

無線通信とは，電磁波を用いることにより，伝送路として導体を使わない電気通信である．

電波法では 3 THz 以下の周波数の電磁波を電波と定義しており，地表面に沿って伝わり，低

い山でも超える超長波から，光に近い性質をもつサブミリ波まで様々な種類がある．それぞ

れの特性に合わせて，通信や放送だけでなく，海底探査や天文観測など様々な用途に用いら

れている． 
 各種無線通信の中で，移動通信は近年急速に発展しており，特に携帯電話の利用が飛躍的

に増大し，高速・広帯域化の進展とともに利用形態も多様化している．更に放送においても

テレビジョン放送のディジタル化の進展により，高品質な放送が実現している．このような

電波利用の拡大には，限られた周波数帯の有効利用が可能となる通信技術の研究開発や，従

来未使用の周波数帯の開拓が必要となる．このため，様々なマルチプルアクセス方式やディ

ジタル変復調方式，誤り訂正技術の応用について検討が進められてきた．更に近年では，複

数の送受信アンテナを用いて信号を空間多重伝送する MIMO 伝送技術が注目されている．ま

た，移動通信では効率的に通信品質の良いエリアを構築するための無線回線設計が不可欠で

あるとともに，魅力的な携帯端末を実現する上では小型で効率的な送受信機を実現するハー

ド技術も必要である． 
 本編では，これら無線通信に必要な様々な要素技術や方式技術について網羅的に解説する． 
 
【本編の構成】 

本編では，まず第 1 章で無線通信の発展について触れ，第 2 章で無線伝搬路，第 3 章でデ

ィジタル無線方式の基礎，第 4 章でディジタル変調，第 5 章で誤り訂正技術の応用，第 6 章

でダイバーシチ技術，第 7 章で MIMO 伝送，第 8 章で復調技術，第 9 章で無線回線の設計・

基準について述べることにより，移動通信を中心とする無線通信方式の基礎技術について網

羅している．第 10 章で送信機，第 11 章で受信機，第 12 章で送受信機の性能試験，第 13 章

で無線機構成の方向性について述べ，特に移動通信装置の小型化や普及に必要な技術につい

てまとめている．第 14 章では多様な無線通信システムの中で特に，ほかの章で扱っていない

重要な無線通信システムとして，固定無線，ROF（Radio on Fiber），ミリ波通信について述べ

ている． 
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